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平成28年度からスタートした「みえ県民力ビジョン・第二次行動計画」（以下、「第二次行動計画」と

いう。）では、幸福実感日本一の三重をめざし、「新しい豊かさ」を享受できる三重づくりに取り組むこと

としています。 

この章では、第二次行動計画の中で示した「新しい豊かさ」の考え方をベースに、さらに政策議論を深

められるよう、今回の調査で新たに設問を設け、お聞きした、「新しい豊かさ」に関しての県民の皆さん

の意識について、分析した結果をまとめています。  

 

第二次行動計画の中では、「新しい豊かさ」を享受できる、時代の分水嶺の先のめざすべき三重の姿と

して、誰もがどこに住んでいても、次のような暮らしを営むことができる社会のイメージを示しました。 

 

① 将来に対して不安を感じることなく、安心して暮らすことができる。 

② 自分に合った暮らし方・自分らしい生き方を選択できる。 

③ ライフステージに応じて多様な働き方ができる。 

④ より高い目標に向けてチャレンジができ、失敗しても何度でも挑戦できる。 

⑤ 家族の絆や地域のつながりを感じ、支え合って暮らすことができる。 

⑥ 美しい自然や多彩な文化などの魅力あふれる地域に、愛着や誇りを感じながら暮らすことができる。 

⑦ 活力のあるさまざまな産業が発展する中で、めざす仕事に就き、いきいきと働くことができる。 

 

 

第１節では、「新しい豊かさ」を享受できる、将来の社会や暮らしのイメージについて、皆さんが、ど

のような暮らしを強く望んでいるのか、幸福感との関わりはどうか、どのような属性の人がどのような暮

らしを強く望んでいるのかを、把握します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    第１節 将来の望ましい社会像 

 

 



 

            158          みえ県民意識調査分析レポート(平成 28年度) 

  

第６章 新しい豊かさ P.158 

 

 

(1) 将来の望ましい社会についての県民の皆さんの意識 

「あなたは、将来どんな暮らしができる社会（三重県）が望ましいと思いますか」と質問（２つまで回

答）したところ、「不安を感じることなく、安心して暮らすことができる」が72.3％で最も高く、次いで

「家族の絆や地域のつながりを感じ、支え合って暮らすことができる」(39.3％)、「自分に合った暮らし

方・自分らしい生き方を選択できる」（26.1％）の順となっています（図表6-1-1）。 

 

図表6-1-1 将来の望ましい社会の各選択肢について選択した人の割合（回答者全体n=5,055） 

72.3

39.3

26.1

17.6

15.3

11.2 

4.1

0 20 40 60 80 100

不安を感じることなく、

安心して暮すことができる

(n=3,657)

家族の絆や地域の

つながりを感じ、支え合って暮らすことができる

(n=1,985)

自分に合った暮らし方・

自分らしい生き方を選択できる

(n=1,318)

地域に、愛着や誇りを感じながら暮らすことができる

（n=888）

さまざまな産業が

発展する中で、いきいきと働くことができる

（n=773)

ライフステージに応じて

多様な働き方ができる

(n=564)

より高い目標に向けて

チャレンジができ、失敗しても何度でも挑戦できる

(n=207)

％

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各選択肢の回答割合順に記載していますが、「地域に、愛着や誇りを感じながら暮らす

ことができる」の回答割合（17.6％）と「さまざまな産業が発展する中で、いきいきと

働くことができる」の回答割合（15.3％）は、統計的に有意な差は認められません。 
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(3)将来の望ましい社会の属性別の状況 

図表6-1-3 将来の望ましい社会(属性別の回答割合(%)) 

    

合計(n)

不安を感じ
ることな
く、安心し
て暮らすこ
とができる

家族の絆や
地域のつな
がりを感
じ、支え
合って暮ら
すことがで
きる

自分に合っ
た暮らし
方・自分ら
しい生き方
を選択でき
る

地域に、愛
着や誇りを
感じながら
暮らすこと
ができる

さまざまな
産業が発展
する中で、
いきいきと
働くことが
できる

ライフス
テージに応
じて多様な
働き方がで
きる

より高い目
標に向けて
チャレンジ
ができ、失
敗しても何
度でも挑戦
できる

5,055 72.3             39.3             26.1             17.6 15.3             11.2             4.1              

北勢 2,272 72.4             38.8             26.6             17.6 14.5             11.3             4.1              

伊賀 485 73.4             41.4             25.6             14.2 14.4             14.2             4.1              

中南勢 1,407 72.8             39.7             25.3             18.5 14.9             10.7             4.3              

伊勢志摩 672 70.8             39.1             26.3             19.0 17.3             10.0             3.1              

東紀州 219 70.8             37.0             26.0             14.6 21.9             9.6              5.0              

男性 2,074 70.7             35.3             26.0             22.5 16.3             9.3              5.8              

女性 2,867 73.7             41.8             26.0             14.0 14.7             12.6             3.0              

20歳代 364 64.3             32.4             32.1             21.4 12.1             15.7             7.4              

30歳代 616 69.8             33.4             24.0             17.2 17.4             17.7             7.0              

40歳代 837 75.7             33.2             23.4             15.5 17.6             15.7             4.9              

50歳代 865 74.6             34.5             28.2             15.4 18.8             12.7             3.7              

60歳代 1,174 73.9             43.2             26.4             17.1 14.0             10.0             2.9              

70歳以上 1,067 70.9             48.5             24.7             20.4 12.4             2.8              2.6              

農林水産業 126 68.3             41.3             25.4             25.4 16.7             6.3              4.8              

自営業・自由業 447 66.7             39.6             27.7             20.1 18.6             9.4              6.3              

正規職員 1,233 69.8             32.6             27.1             20.8 17.8             14.0             5.0              

ﾊﾟｰﾄ・ﾊﾞｲﾄ・派遣 980 76.4             38.2             23.6             12.2 18.7             14.3             4.3              

その他の職業 240 71.3             29.6             30.8             18.3 15.8             15.0             2.9              

学生 59 52.5             37.3             27.1             25.4 10.2             27.1             11.9             

専業主婦・主夫 800 76.5             46.3             26.6             12.0             13.0             11.6             2.6              

無職 1,040 73.7             43.8             24.7             20.2             10.1             4.4              3.1              

未婚 690 67.0             26.7             32.2             20.1             15.7             13.6             8.1              

有配偶 3,625 73.6             41.2             25.2             17.0             15.4             11.4             3.3              

離別・死別 592 72.6             40.4             25.3             17.2             14.2             7.8              3.5              

単独世帯 403 70.7             32.3             32.3             18.4             15.9             6.5              5.7              

一世代世帯 1,503 74.5             42.0             25.5             17.0             15.1             8.7              2.9              

二世代世帯 2,303 72.7             36.8             25.7             17.6             15.1             13.5             4.7              

三世代世帯 633 68.6             44.2             24.6             17.9             17.2             12.3             4.3              

100万円未満 230 71.7             42.6             23.9             14.8             11.3             6.5              6.1              

～200万円未満 499 73.9             41.9             26.1             17.6             13.2             6.4              2.8              

～300万円未満 744 71.5             41.7             25.8             18.0             15.9             9.3              3.5              

～400万円未満 702 72.9             40.2             28.2             17.5             14.5             10.4             4.3              

～500万円未満 572 74.5             37.4             24.0             15.6             17.1             11.9             4.5              

～600万円未満 546 74.9             37.0             26.4             16.7             15.8             15.4             4.0              

～800万円未満 647 71.1             38.0             24.9             20.7             15.3             14.4             3.7              

～1,000万円未満 344 70.9             38.7             25.9             15.4             20.9             13.7             4.7              

1,000万円以上 349 63.6             39.0             28.4             24.1             16.3             13.8             4.3              

                   ※回答割合（％）は、不明（未記入）を分母から除いて算出している。

配
偶
関
係

世
帯
類
型

世
帯
収
入

全体

地
域

性
別

年
齢

主
な
職
業

 
【凡例】      黒色：割合が県平均より高く、かつ統計的に有意な差がある属性項目 

  灰色：割合が県平均より低く、かつ統計的に有意な差がある属性項目 

白色：割合が県平均と比べ、統計的に有意な差が認められない属性項目 
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将来の望ましい社会別で、地域、性別、年代、主な職業、配偶関係、世帯類型、世帯収入の属性

の状況をみると、特徴や差がみられました。主なものは以下のとおりです（将来の望ましい社会別

に、同一属性の中で５ポイント以上の統計的に有意な差があるものを中心に記載しています）（図

表6-1-3）。 

 

◆「不安を感じることなく、安心して暮らすことができる」 

 

全ての属性において最も高い割合となっています。 

年代別では、40歳代（75.7％）が最も高く、20歳代（64.3％）で最も低くなっており、11.4ポイン

トの差があります。 

主な職業別では、専業主婦・主夫（76.5％）及びパート・バイト・派遣（76.4％）が高く、学生（52.5％）、

自営業・自由業（66.7％）、正規職員（69.8％）が低くなっており、最も低い割合の学生とは、20ポイ

ントを超える差があります。 

世帯類型別では、一世代世帯（74.5％）が最も高く、三世代世帯（68.6％）が最も低くなっています。 

 

 

◆「家族の絆や地域のつながりを感じ、支え合って暮らすことができる」 

 

性別では、女性（41.8％）が、男性（35.3％）より高くなっています。 

年代別では、20歳代～50歳代は30％台で低く、60歳代以上は40％台で高くなっており、10ポイン

トを超える差があります。60歳を境に差がはっきり分かれていることが特徴的です。 

主な職業別では、専業主婦・主夫（46.3％）、無職（43.8％）という職業をもっていない人が高く、

正規職員（32.6％）、その他の職業（29.6％）で低く、10ポイントを超える差があります。 

世帯類型別では、一世代世帯（42.0％）、三世代世帯（44.2％）が高く、単独世帯（32.3％）、二世代

世帯（36.8％）が低くなっています。 

 

 

◆「自分に合った暮らし方・自分らしい生き方を選択できる」 

 

年代別では、20歳代（32.1％）が最も高く、40歳代（23.4％）が最も低くなっています。 

 

 

◆「地域に、愛着や誇りを感じながら暮らすことができる」 

 

性別では、男性（22.5％）が女性（14.0％）より高く、8.5ポイントの差があり、他の選択肢に比べ 

男女の差が最も大きくなっています。 

年代別では、20歳代（21.4％）と70歳以上（20.4％）が高く、50歳代（15.4％）が最も低くなって

います。 

主な職業別では、農林水産業（25.4％）、正規職員（20.8％）、無職（20.2％）が高くなっています。 

パート・バイト・派遣（12.2％）、専業主婦・主夫（12.0％）は低くなっており、最も高い農林水産業

とは、10ポイントを超える差があります。 
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◆「さまざまな産業が発展する中で、いきいきと働くことができる」 

 

年代別では、50 歳代（18.8％）が最も高く、20 歳代（12.1％）、70 歳以上（12.4％）が低くなって

います。 

主な職業別では、パート・バイト・派遣（18.7％）、自営業・自由業（18.6％）、正規職員（17.8％） 

が高く、学生（10.2％）、専業主婦・主夫（13.0％）が低くなっており、職業をもっている人が、比較

的、高くなっています。 

世帯収入別では、800万円以上1,000万円未満（20．9％）が最も高く、100万円未満（11.3％）が最

も低くなっています。 

 

 

◆「ライフステージに応じて多様な働き方ができる」 

 

年代別では、20歳代～40歳代が15％～17％台と高く、50歳代～60歳代は10％～12％台、70歳以上

は 2.8％と低くなっており、概ね年代が若くなるほど、割合が高くなる傾向です。また、20 歳代～40

歳代と70歳代以上の回答割合は10ポイントを超える差があります。 

主な職業別では、学生（27.1％）が最も高く、次いでパート・バイト・派遣（14.3％）、正規職員（14.0％）

の順で高くなっています。農林水産業（6.3％）、無職（4.4％）は低くなっており、学生と比べ、20ポ

イントを超える差があります。 

配偶関係別では、未婚（13.6％）が高く、離別・死別（7.8％）が低くなっています。 

世帯類型別では、二世代世帯（13.5％）が高く、単独世帯（6.5％）、一世代世帯（8.7％）が低くな

っています。 

世帯収入別では、500万円以上800万円未満は、14％～15％台で高く、300万円未満では10％未満と

低くなっています。 

 

 

◆「より高い目標に向けてチャレンジができ、失敗しても何度でも挑戦できる」 

 

年代別では、20歳代～30歳代は7％台、40歳代～50歳代は、3～4％台、60歳以上は、2％台であり、

年代が若いほど、割合が高くなる傾向です。 

主な職業別では、学生（11.9％）が最も高く、無職（3.1％）、専業主婦・主夫（2.6％）が低くなっ

ています。 
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性別や年代別という属性別で、どのような将来の社会や暮らしを望ましいと考えているのか、そ

の状況をみると、特徴がみられました。主なものは以下のとおりです（県平均と比べ、高い回答割

合であったものを記載しています）（図表6-1-3）。 

 

【性別】 

 

性別では、男性は、「地域に、愛着や誇りを感じながら暮らすことができる、」「より高い目標に向け

てチャレンジができ、失敗しても何度でも挑戦できる」が県平均に比べ、高くなっています。 

女性は、「家族の絆や地域のつながりを感じ、支え合って暮らすことができる」、「ライフステージに

応じて多様な働き方ができる」が県平均に比べ、高くなっています。 

 

 

 

【年代別】 

 

年代別では、20歳代は、「自分に合った暮らし方・自分らしい生き方を選択できる」、「地域に、愛着

や誇りを感じながら暮らすことができる」、「ライフステージに応じて多様な働き方ができる」、「より高

い目標に向けてチャレンジができ、失敗しても何度でも挑戦できる」、が県平均に比べ高くなっていま

す。 

30歳代は、「ライフステージに応じて多様な働き方ができる」、「より高い目標に向けてチャレンジが

でき、失敗しても何度でも挑戦できる」が県平均に比べ高くなっています。 

40歳代は、「不安を感じることなく、安心して暮らすことができる」、「ライフステージに応じて多様

な働き方ができる」が県平均に比べ高くなっています。 

 50歳代は、「さまざまな産業する中で、いきいきと働くことができる」が県平均に比べ、高くなっ 

ています。 

 60歳代は、「家族の絆や地域のつながりを感じ、支え合って暮らすことができる」が県平均に比べ高

くなっています。 

 70歳以上は、「家族の絆や地域のつながりを感じ、支え合って暮らすことができる」、「地域に愛着や

誇りを感じながら暮らすことができる」が県平均に比べ高くなっています。 
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(2)幸福実感指標との相関関係  

 「あなたの周りには、かなえたい夢や希望にむけて挑戦できる環境が整っていると思いますか」

との質問の回答と、15の幸福実感指標の相関関係を比べました。「働きたい人が仕事に就き、必要な

収入を得ている」、「スポーツをしたり、みたり、支えたりする環境や機会が整っている」、「県内の産

業活動が活発である」について、ある程度（0.3～0.4）の相関があります（図表6-2-4）。 

 

図表6-2-4 挑戦できる環境が整っているかとの質問の回答と幸福実感指標との相関係数 
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（13）働きたい人が仕事に就き、必要な収入を得てい

ると感じますか。

（９）スポーツをしたり、みたり、支えたりする環境

や機会が整っていると感じますか。

（12）県内の産業活動が活発であると感じますか。

（15）道路や公共交通機関等が整っていると感じます

か。

（７）子どものためになる教育が行われていると感じ

ますか。

（８）結婚 妊娠 子育てなどの希望がかない、子ど

もが豊かに育っていると感じますか。

（２）必要な医療サービスを利用できていると感じま

すか。

（３）必要な福祉サービスを利用できていると感じま

すか。

（14）国内外に三重県の魅力が発信され、交流が進ん

でいると感じますか。

（６）性別や年齢、障がいの有無、国籍などにとらわ

れず、誰もが社会に参画できていると感じますか。

（１）災害の危機への備えが進んでいると感じます

か。

（10）自分の住んでいる地域に愛着があり、今後も住

み続けたいと感じますか。

（４）犯罪や事故が少なく、安全に暮らせていると感

じますか。

（５）身近な自然や環境が守られていると感じます

か。

（11）三重県産の農林水産物を買いたいと感じます

か。

％

 
 

 

 

 

また、将来の望ましい社会に関する質問で「より高い目標に向けてチャレンジができ、失敗しても何度

でも挑戦できる」を選択した人に絞って、「挑戦できる環境が整っているか」との質問の回答と、15の幸

福実感指標の相関関係を比べました（図表6-2-5）。 

「働きたい人が仕事に就き、必要な収入を得ている」、「スポーツをしたり、みたり、支えたりする 

環境や機会が整っている」については中程度（0.4～0.5）の相関があり、「県内の産業活動が活発である」、

「自分の住んでいる地域に愛着があり、今後も住み続けたい」、「国内外に三重県の魅力が発信され、交流

が進んでいる」については、ある程度（0.3～0.4）の相関がみられました。 
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図表6-2-5 「より高い目標に向けてチャレンジできる」を選択した人について幸福実感指標との相関係数 

（挑戦できる環境が整っているかとの質問の回答と幸福実感指標との相関） 

0.50 

0.45 

0.40 

0.36 

0.35 

0.29 

0.29 

0.29 

0.28 

0.27 

0.25 

0.23 

0.22 

0.20 

0.18 

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

（13）働きたい人が仕事に就き、必要な収入を得てい

ると感じますか。

（９）スポーツをしたり、みたり、支えたりする環境

や機会が整っていると感じますか。

（12）県内の産業活動が活発であると感じますか。

（10）自分の住んでいる地域に愛着があり、今後も住

み続けたいと感じますか。

（14）国内外に三重県の魅力が発信され、交流が進ん

でいると感じますか。

（７）子どものためになる教育が行われていると感じ

ますか。

（８）結婚 妊娠 子育てなどの希望がかない、子ど

もが豊かに育っていると感じますか。

（４）犯罪や事故が少なく、安全に暮らせていると感

じますか。

（１）災害の危機への備えが進んでいると感じます

か。

（６）性別や年齢、障がいの有無、国籍などにとらわ

れず、誰もが社会に参画できていると感じますか。

（２）必要な医療サービスを利用できていると感じま

すか。

（３）必要な福祉サービスを利用できていると感じま

すか。

（５）身近な自然や環境が守られていると感じます

か。

（11）三重県産の農林水産物を買いたいと感じます

か。

（15）道路や公共交通機関等が整っていると感じます

か。

％
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(3)挑戦できる環境として必要な事項 

「あなたの周りには、かなえたい夢や希望にむけて挑戦できる環境が整っていると思いますか」との質

問に肯定的な回答をした人(n=1,183 )や、否定的回答をした人(n=2,819 )を対象に、挑戦できる環境と

して必要な事項は何かについて、属性別に分析をします。 

 

①回答者全体の選択状況 

挑戦できる環境として必要な事項（自分の意欲や努力以外）について、回答者全体では、「資金的な

援助」という回答が最も多くなっています。挑戦できる環境が整っているかとの質問に肯定的回答をし

た人は、「家族の理解や協力」という回答が最も多く、否定的回答をした人は、「資金的な援助」という

回答が最も多くなっています（図表6-2-6）。 

 

図表6-2-6 挑戦できる環境として必要な事項  

46.2 

44.2 

35.4 

30.2 

14.3 

38.8 

59.7 

30.9 

30.4 

14.9 

52.0 

36.2 

38.6 

32.5 

13.1 

0 20 40 60 80

資金的な援助

家族の理解や協力

実現のための方法や機会などの情報

教育（スキルや知識を身につける学びの場）

相談できる人

％

回答者全体（ｎ＝5,065）

挑戦できる環境（肯定的回答ｎ＝1,183）

挑戦できる環境（否定的回答ｎ＝2,819）

 
 

 

 

 

 

 

②収入とのクロス分析 

挑戦できる環境として必要な事項（自分の意欲や努力以外）を収入別でみると、収入の高低にかか

わらず（全ての収入区分で）、挑戦できる環境が整っているかとの質問に肯定的回答をした人は、「家

族の理解や協力」という回答が最も多く、否定的回答をした人は、「資金的な援助」という回答が最

も多くなっています（図表6-2-7、図表6-2-8）。 

 

 

【凡例】 

太字の数字：各項目の割合が、回答者全体の割合より高く、かつ統計的に有意な差がある属性項目 

斜字の数字：各項目の割合が、回答者全体の割合より低く、かつ統計的 に有意な差がある属性項目 
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③性別とのクロス分析 

挑戦できる環境として必要な事項（自分の意欲や努力以外）を性別でみると、挑戦できる環境が

整っているかについて肯定的か否定的にかかわらず、「家族の理解や協力」の割合のみが、回答者

の全体の割合に比べ、男性は統計的に有意に低く、女性は統計的に有意に高くなりました（図表

6-2-9、図表6-2-10）。 

 

図表6-2-9 挑戦できる環境として必要な事項（肯定的回答 性別）  

     （男性ｎ＝488 女性ｎ＝664 回答者全体n ＝1,183） 
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図表6-2-10 挑戦できる環境として必要な事項（否定的回答 性別）  

    （男性ｎ＝1,219 女性ｎ＝1,532 回答者全体ｎ＝2,819） 
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有意な差 

（8.5ポイント） 

有意な差 

（10.7ポイント） 

【凡例】  

太字の数字：各項目の割合が、挑戦できる環境が  

 整っていると「思わない」及び「どちらかとい 

 えば思わない」(否定的)と回答した人全体(全 

数)の場合の割合より高く、かつ統計的に有意な 

差がある属性項目 

 

斜字の数字：各項目の割合が、挑戦できる環境が 

 整っていると「思わない」及び「どちらかとい 

 えば思わない」(否定的)と回答した人全体（全 

数）の場合の割合より低く、かつ統計的に有意 

な差がある属性項目 

 

  

 

【凡例】  

太字の数字：各項目の割合が、挑戦できる環境が 

整っていると「思う」及び「どちらかといえ 

ば思う」（肯定的）と回答した人全体(全数)の 

場合の割合より高く、かつ統計的に有意な差 

がある属性項目 

 

斜字の数字：各項目の割合が、挑戦できる環境が 

整っていると「思う」及び「どちらかといえば 

思う」(肯定的)と答した人全体（全数）の場合 

の割合より低く、かつ統計的に有意な差がある 

属性項目 
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⑤地域とのクロス分析 

挑戦できる環境が整っているかとの質問に肯定的回答をした人、否定的回答をした人について、そ

れぞれ挑戦できる環境として必要な事項を地域別でみると、肯定的回答をした人では、伊賀地域で、

3番目に「教育(スキルや知識を身につける学びの場)」が選択され、否定的回答をした人では、東紀

州地域で2番目に「教育(スキルや知識を身につける学びの場)」が選択されていることが特徴的です

（図表6-2-13、図表6-2-14）｡ 

 

図表6-2-13 挑戦できる環境として必要な事項（肯定的回答 地域別） 
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北勢地域(n=569) 伊賀地域(n=102) 中南勢地域(n=341) 伊勢志摩地域(n=142) 東紀州地域(n=29)

％

0

 

図表6-2-14 挑戦できる環境として必要な事項（否定的回答 地域別） 
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60.0

北勢地域(n=1,184) 伊賀地域(n=307) 中南勢地域(n=769) 伊勢志摩地域(n=402) 東紀州地域(n=157)

％

0

 

【凡例】  

             黒色：資金的な援助 

白色：家族の理解や協力 

灰色：実現のための方法や機会等の情報 

斜線：教育（スキルや知識を身につける学びの場） 
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２． 地域への愛着を感じて住み続けること 

人口減少下において県内での定住促進の重要性が増す中、P157で掲載した「新しい豊かさ」を 

享受できる社会のイメージ⑥ 「美しい自然や多彩な文化などの魅力あふれる地域に、愛着や誇りを

感じながら暮らすことができる」に関して、県民の皆さんが、愛着をもって地域に住み続けられるた

めの重要な要素は何なのか、といったことについて、把握、分析し、今後の参考とします。 

  なお、P27でみたように、幸福実感指標「自分の住んでいる地域に愛着があり、今後も住み続けた

い」と幸福感の相関関係は、15の幸福実感指標の中で上位 3指標に入り、比較的強いことがわかっ

ています。 

  

(1)住んでいる地域に愛着を感じる要素について 

「お住まいの地域について愛着を感じる要素」として選択した要素の数と、幸福実感指標「自分の 

住んでいる地域に愛着があり、今後も住み続けたい」との相関係数は0.373であり、地域に愛着を感 

じる要素の数が増えることと、今後も住み続けたいと感じることは、ある程度(0.3～0.4)の相関があ 

ります。 

また、「自分の住んでいる地域に愛着があり、今後も住み続けたいと感じるか」に肯定的回答（「感

じる」、「どちらかといえば感じる」）した人が、住んでいる地域の愛着の要素として選択した割合が

4 割を超えた上位 5 項目は、「家・土地がある」、「自然環境に恵まれている」、「家族・親戚がいる」、

「治安や風紀が良く安心して暮らせる」、「通学、通勤、買い物など日常生活が便利」となっています

（図表6-2-15）。 

図表6-2-15 住んでいる地域について、愛着を感じる要素 

（今後も住み続けたいと感じるか」に肯定的回答（「感じる」、「どちらかといえば感じる」）した人 ｎ＝3,828） 
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落ち着いた雰囲気

働くところがある
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独自の伝統・習慣など文化・歴史がある

地名のイメージがよい

まちなみがすぐれている

活気がある

％
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